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日時： 平成30年10月15日（月）午後１時30分から午後３時30分まで

場所：

出席者：

使用資料：

語り部（午前）
酒井　信次
堀出　つね子
藤田　喜代子
渋谷　隆志
谷口　喜久

・客寄せとして綿菓子とさつまいもの天ぷらをする。綿菓子は酒井さん、天ぷらは谷口さんを責任者とし

六条つづみ 岡本　美佐子 石田の一本松
湯のぼり

内容

会議名： 平成30年度　第５回　A諏訪屋敷プロジェクト・語り部専門部会会議

議題
（１）大庄屋諏訪家屋敷まつりについて
（２）玉津小学校での語りについて（スケジュール調整）
（３）語り部部会次年度以降の活動について

会議要旨

玉津会館　会議室１

プロジェクトメンバー９名、会館主事

次第、小学校語り部スケジュール一覧、語り部部会協議事項、平成30年度大庄屋諏
訪家屋敷まつりチラシ、次年度以降の活動についてワークシート、まるごと活性化プラ
ン冊子コピー

谷口　喜久 玉津歴史散策マップ

出番の間等で手伝う。さつまいもは谷口さんが用意される。また、赤野井老人サロンにも応援を呼びかけ
ている。
・語り部出演部分の司会は事務局。
・話の前段で説明をしないと、いきなり話し始めても内容がわからない。
・当日は９時集合。

（２）玉津小学校での語りについて（スケジュール調整）
・空欄の部分については今年度は都合がつかずなし⇒小学校に連絡（10/16事務局より済）
・５年生の11月２日分はフローティングスクールなので12月７日に変更。

（３）語り部部会次年度以降の活動について（ワークシートをもとに検討）
＜部会として目指していくこと＞
・今実施しているこども園との関わりや、小学校での語りはぜひ継続していきたい。
・前回までの振り返りで、こども達に玉津の歴史を知ってもらうこと、また大人にも知らない人が多いので
知ってほしいという意見があった⇒子を通じて親にも伝えていけるような活動を。
・小学校が保護者向けに昔の遊びや得意なことを紹介してもらえないかというお手紙をだしていた。そい
う要望があったときに「ここに言ったらやってもらえる」と思われるような団体を目指したい。
・話の語りだけでなく、昔のものや生活感、空気感を聞いてもらった人に伝えていけるように。
・年に数回でも人が集まるようなイベントができたら。
＜目標達成のために必要なこと＞
・小学校の語り担当決めの時も話があったが、語りのネタをやはり増やしていかないといけない。歴史に
詳しいかたもせっかくおられ、資料もあるのでテーマを掘り下げて語りのネタにしていければ。
・語りをする際話だけではなく、小道具が必要だといつも思う。絵をかくのはセンスもあるので難しいと思
うが、せめて写真やパネル等あればもっと伝えやすくなると思う。
・今はこどもへの語り部の機会が多いが、自治会の高齢者サロン等でも実施できるのでは⇒公民館のは
つらつ、さわやか学級での実施や地元の地蔵盆等で実施してきたが、各自治会サロンも検討していきた
い。どうかという声掛けはいままでもサロン側にしている。

（１）大庄屋諏訪家屋敷まつりについて
・当日の語り等役割分担については以下のとおり　※都合が悪い等あれば会館まで。

午前11時から11時30分まで 語り部（午後） 午後１時30分から２時まで
築山 石原　美登里 ゆうれい壺
箸塚 村瀬　幸子 玉津小学校の歴史
少林寺の雷池 野洲　與喜知 矢島御所



次回開催日 平成30年11月12日（月）午後１時30分から　玉津会館会議室１

決まったこと 次年度以降に向けての団体目標、実施内容の素案

・活動頻度については、現在のままで特に意見等はない。
・目標の部分で「声をかけてもらえる団体」というのが上がっていたが、ボランティア団体の登録をすれば
社協等から事業実施の際に声がかかる。まずはそのようなものに登録できる団体を目指してみればどう
か。
・活動について広報活動も考えていってはどうか。
・他の人のテーマを発表会は何度かしたが、まだできてない人もいる。合わせて、話を聞いても一度では
忘れてしまうので、みなさんの持ちネタを資料集のように冊子にしたい。


